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1. 平成30年9月期第2四半期の業績（平成29年10月1日～平成30年3月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年9月期第2四半期 954 △9.0 45 △43.1 37 △50.0 23 △51.1

29年9月期第2四半期 1,049 △0.1 80 △2.9 74 23.4 47 △9.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年9月期第2四半期 9.42 ―

29年9月期第2四半期 21.76 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年9月期第2四半期 2,580 1,070 41.5 434.65

29年9月期 2,595 1,096 42.3 445.23

（参考）自己資本 30年9月期第2四半期 1,070百万円 29年9月期 1,096百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年9月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

30年9月期 ― 0.00

30年9月期（予想） ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 9月期の業績予想（平成29年10月 1日～平成30年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,150 3.0 140 2.8 116 △7.3 85 △36.2 34.50

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年9月期2Q 2,513,800 株 29年9月期 2,513,800 株

② 期末自己株式数 30年9月期2Q 50,143 株 29年9月期 50,143 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年9月期2Q 2,463,657 株 29年9月期2Q 2,182,217 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善傾向と、雇用、所得環境の改善を背景に、国内景

気は緩やかながらも回復基調が続く一方で、海外の政治・経済動向の不確実性の高まりや株式市場の不安定感か

ら、先行き不透明な状況が続いております。 

 一方、当社の主要販売先である外食業界におきましては、全体的な売上高として堅調な推移を見せているもの

の、業態によって業況にばらつきがあるほか、消費者の節約志向は依然根強く、食材価格の高騰や、人材確保の競

争激化による人件費の高騰など、当社の事業領域においては、依然として厳しい状況が続いております。

 このような環境のもと、当社は、中堅、大手の外食チェーンを中心に、従来からのＡＳＰサービスを核としたＰ

ＯＳ・オーダーリングシステムなど、トータルソリューションを提供する中、ソフトウェア販売の比率を徐々に高

めております。また、平成29年８月31日に「ホテル運営事業の譲受に関するお知らせ」で公表したとおり、事業の

譲受により、ホテル事業へ参入しております。 

 その結果、当第２四半期累計期間は、売上高は954,816千円（前年同四半期比9.0％減）となりました。利益面に

関しましては、営業利益45,847千円（前年同四半期比43.1％減）、経常利益37,048千円（前年同四半期比50.0％

減）、四半期純利益23,206千円（前年同四半期比51.1％減）となりました。

 

 セグメント別の業績は、以下のとおりであります。 

 なお、当社は、「ＡＳＰサービス事業」の単一セグメントでありましたが、平成29年９月21日付でナチュラルグ

リーンリゾート株式会社より、ホテル事業の譲受を行ったことに伴い、第１四半期会計期間から、報告セグメント

を「ＡＳＰサービス事業」と「ホテル関連事業」に変更しております。

（ＡＳＰサービス事業） 

 当社は、顧客である飲食店舗に対し、ＡＳＰサービス事業を核としたＡＳＰサービス事業、システム機器事業、

周辺サービス事業を一体として提供しております。当事業におきましては、売上高は928,322千円となり、セグメ

ント利益は54,913千円となりました。 

① ＡＳＰサービス事業 

 当事業におきましては、月額サービスの新規顧客獲得及び既存顧客へのサービス拡大に注力した結果、売上高

は562,239千円（前年同四半期比2.4％増）となりました。月額サービス料は、６ヶ月累計で509,452千円（前年

同四半期比4.0％減）となりました。 

② システム機器事業

 当事業におきましては、ＰＯＳシステムなどの新規受注、既存顧客の入替えなどを行った結果、売上高は

269,940千円（前年同四半期比34.9％減）となりました。 

③ 周辺サービス事業

 当事業におきましては、サプライ品、機器修理及び他社商品の販売などを行った結果、売上高は96,141千円 

（前年同四半期比12.5％増）となりました。 

（ホテル関連事業） 

 当社は、ナチュラルグリーンパークホテルの管理運営を行っております。当事業におきましては、売上高は 

26,494千円となり、セグメント損失は9,065千円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の状況

 当第２四半期会計期間末における総資産は、2,580,025千円となり、前事業年度末に比べ15,218千円減少いたし

ました。これは主に、商品85,465千円、未収入金55,809千円、ソフトウェア仮勘定28,948千円の増加があった一方

で、現金及び預金96,342千円、未収消費税53,103千円、ソフトウェア22,479千円の減少などによるものであり

ます。

 負債合計は1,509,206千円となり、前事業年度末に比べ10,858千円増加いたしました。これは主に長期借入金 

59,166千円、未払金14,564千円などの減少があった一方で、短期借入金50,000千円の増加などによるものであり 

ます。 

 純資産は1,070,818千円となり、前事業年度末に比べ26,076千円減少いたしました。これは、四半期純利益 

23,206千円の計上の一方、配当金の支払い49,273千円に伴う利益剰余金26,066千円の減少などによるものであり 

ます。 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動、投資活動及び財務

活動により、前事業年度末に比べ94,342千円減少し、当第２四半期会計期間末には155,178千円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は、48,428千円（前年同四半期は得られた資金

203,321千円）となりました。これは主に、たな卸資産の増加81,748千円の一方で、減価償却費78,634千円の計上

及び税引前四半期純利益37,048千円の計上などによる資金の増加であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、83,044千円（前年同四半期は使用した資金

433,720千円）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出44,276千円及び無形固定資産の取得によ

る支出33,909千円などによる資金の減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、59,726千円（前年同四半期は得られた資金

294,651千円）となりました。これは主に、短期借入れによる収入50,000千円の一方で、配当金の支払いによる支

出49,126千円及び長期借入金の返済による支出44,583千円などによる資金の減少であります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社は、通期業績について、第２四半期累計期間の業績及び事業環境等を踏まえ見直しを行った結果、平成30年

５月２日に業績予想の修正を行っております。詳細につきましては、平成30年５月２日公表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」をご参照下さい。

 なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年９月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 281,520 185,178 

売掛金 161,963 167,810 

商品 328,375 413,840 

貯蔵品 28,860 25,143 

前渡金 17,773 9,209 

前払費用 21,673 23,104 

繰延税金資産 37,445 37,187 

未収入金 8,712 64,521 

未収消費税等 53,103 － 

その他 6,896 134 

貸倒引当金 △4,259 △5,800 

流動資産合計 942,063 920,329 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 720,789 722,726 

構築物（純額） 18,466 17,691 

工具、器具及び備品（純額） 149,033 159,558 

土地 139,627 139,824 

リース資産（純額） 76,523 68,535 

建設仮勘定 615 695 

有形固定資産合計 1,105,055 1,109,031 

無形固定資産    

ソフトウエア 110,199 87,720 

ソフトウエア仮勘定 167,947 196,895 

電話加入権 2,445 2,445 

特許権 671 624 

のれん 27,777 25,000 

無形固定資産合計 309,040 312,686 

投資その他の資産    

関係会社株式 10,200 10,200 

出資金 123 124 

長期前払費用 176,767 174,189 

敷金及び保証金 12,200 13,152 

繰延税金資産 12,262 8,257 

長期未収入金 59,677 59,158 

その他 10,825 15,932 

貸倒引当金 △43,050 △43,037 

投資その他の資産合計 239,005 237,977 

固定資産合計 1,653,101 1,659,695 

繰延資産    

社債発行費 77 － 

繰延資産合計 77 － 

資産合計 2,595,243 2,580,025 

 

- 4 -

株式会社アルファクス・フード・システム（3814）
平成30年９月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 



 

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年９月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 143,276 134,350 

短期借入金 450,000 500,000 

1年内償還予定の社債 7,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 103,749 118,333 

リース債務 17,643 17,253 

未払金 68,140 53,575 

未払費用 11,942 11,892 

未払法人税等 6,569 14,340 

預り金 10,150 16,659 

前受金 52,099 52,458 

賞与引当金 19,461 16,696 

その他 － 24,543 

流動負債合計 890,034 960,102 

固定負債    

長期借入金 501,250 442,083 

リース債務 65,706 57,079 

退職給付引当金 41,356 35,373 

その他 － 14,566 

固定負債合計 608,313 549,103 

負債合計 1,498,347 1,509,206 

純資産の部    

株主資本    

資本金 537,862 537,862 

資本剰余金 327,723 327,723 

利益剰余金 268,784 242,717 

自己株式 △37,560 △37,560 

株主資本合計 1,096,809 1,070,743 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 86 75 

評価・換算差額等合計 86 75 

純資産合計 1,096,895 1,070,818 

負債純資産合計 2,595,243 2,580,025 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年10月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年10月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 1,049,659 954,816 

売上原価 651,900 551,584 

売上総利益 397,758 403,232 

販売費及び一般管理費 317,163 357,384 

営業利益 80,594 45,847 

営業外収益    

受取利息 5 2 

貸倒引当金戻入額 3,439 － 

助成金収入 700 750 

その他 235 1,169 

営業外収益合計 4,380 1,921 

営業外費用    

支払利息 4,730 5,124 

支払保証料 247 247 

支払補償費 3,383 1,385 

支払手数料 2,447 3,462 

その他 77 500 

営業外費用合計 10,887 10,721 

経常利益 74,087 37,048 

税引前四半期純利益 74,087 37,048 

法人税、住民税及び事業税 24,665 9,574 

法人税等調整額 1,939 4,267 

法人税等合計 26,604 13,841 

四半期純利益 47,483 23,206 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年10月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年10月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 74,087 37,048 

減価償却費 46,495 78,634 

のれん償却額 － 2,777 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,439 1,527 

賞与引当金の増減額（△は減少） △820 △2,765 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,934 △5,983 

受取利息及び受取配当金 △6 △2 

支払利息 4,730 5,124 

売上債権の増減額（△は増加） 124,012 △5,847 

たな卸資産の増減額（△は増加） 278 △81,748 

仕入債務の増減額（△は減少） △44,911 △8,926 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △25,855 5,400 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △15,013 20,434 

その他 4,994 7,793 

小計 170,487 53,468 

利息及び配当金の受取額 6 2 

補助金の受取額 69,059 － 

利息の支払額 △3,135 △5,113 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △33,095 71 

営業活動によるキャッシュ・フロー 203,321 48,428 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △360,467 △44,276 

無形固定資産の取得による支出 △60,052 △33,909 

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000 

子会社株式の取得による支出 △10,200 － 

その他 － △1,858 

投資活動によるキャッシュ・フロー △433,720 △83,044 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 870,000 50,000 

短期借入金の返済による支出 △1,003,000 － 

長期借入れによる収入 650,000 － 

長期借入金の返済による支出 △174,000 △44,583 

リース債務の返済による支出 △1,886 △9,016 

社債の償還による支出 △7,000 △7,000 

自己株式の取得による支出 △61 － 

配当金の支払額 － △49,126 

その他 △39,400 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー 294,651 △59,726 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64,253 △94,342 

現金及び現金同等物の期首残高 229,749 249,520 

現金及び現金同等物の四半期末残高 294,002 155,178 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日）

 当社は、ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成29年10月１日 至 平成30年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期財務諸表
計上額(注)   ＡＳＰサービス事業 ホテル関連事業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 928,322 26,494 954,816 － 954,816 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ 17,697 17,697 △17,697 － 

計 928,322 44,192 972,514 △17,697 954,816 

セグメント利益又は損失

（△） 
54,913 △9,065 45,847 － 45,847 

（注）セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 当社は、前第２四半期累計期間においては「ＡＳＰサービス事業」の単一セグメントでありましたが、平成

29年９月21日付でナチュラルグリーンリゾート株式会社より、ホテル事業の譲受を行ったことに伴い、第１四

半期会計期間より、報告セグメントとして「ホテル関連事業」を新設しております。これにより、当社の報告

セグメントは、「ＡＳＰサービス事業」及び「ホテル関連事業」の２つの報告セグメントとなりました。
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